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§１．研究成果の概要 

 

本年度は植物ゲノムを動物培養細胞に移行させた基盤融合細胞の構築を進め、シゾンゲノムを

保持する動物培養細胞を 30 ライン以上構築した。また、基盤融合細胞のゲノムをリシークエンス解

析することでシゾンゲノムの 90％以上を移植した動物培養細胞ラインも 3 ライン以上獲得できた。

移植ゲノムの動態を探るために、シゾンや動物培養細胞の 3 次元ゲノム構造解析を明らかにし

た。次に、移植ゲノムの転写活性化を図る手法を検討した。まず、DNA メチル化の解析の結果、遺

伝子の転写抑制は DNA メチル化が主原因であることが示唆された。ＤＮＡメチル化阻害剤を使用

することで、移植した植物ゲノムから転写を増大させる技術の開発に成功した。また、移植したシゾ

ンゲノムの動態を解析する方法として、ヒストン修飾特異的抗体由来の一本鎖可変領域と蛍光タン

パク質を融合させた蛍光プローブ（modification-specific intracellular antibody, mintbody）を用い

た観察系を利用した。Mintbody を使用したヒストン修飾変化を可視化するイメージング手法や、

mRNA の転写を担う RNA ポリメラーゼ II の活性化イメージング手法の開発に成功した。さらに、最

小ゲノムを持つ淡水性緑藻のゲノム配列を決定し、最小ゲノムを持つ海水性緑藻と淡水性紅藻の

ゲノムと比較解析することで、光合成遺伝子群セットを同定した。その光合成遺伝子群のプロモー

ターを解析し、相同領域を同定した。また、葉緑体を導入した動物培養細胞を作製するために、シ

ゾンの単離葉緑体の光合成活性や動物培養細胞の光特性を明らかにした。さらに、ヒト細胞に高

効率で長鎖 DNA を送達可能とするために必要なアグロバクテリウム基盤株の構築を進めた。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）松永グループ 

① 研究代表者：松永 幸大 （東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・動物培養細胞への藻類ゲノム移植による基盤融合細胞の作製 

・細胞遺伝学的解析・ゲノム解析・発現解析による特徴解析および CRISPRa/i によるゲノム活性

化因子の同定 

・光合成遺伝子群のプロモーター活性化因子の同定 

・非分解型単離葉緑体の作製 

・動植物基盤融合細胞における移植ゲノムの核内 3 次元解析 

 

（2）佐藤グループ 

① 主たる共同研究者：佐藤 優子 （東京工業大学科学技術創成研究院 助教） 

②  研究項目 

・移植ゲノムのエピゲノム解析とイメージングによる核内配置解析 

・光合成ゲノムが光照射時特異的に起動する発現システムの構築 

 

（3）刑部グループ 

① 主たる共同研究者：刑部 敬史 （徳島大学大学院社会産業理工学研究部 教授） 

②  研究項目 

・光合成遺伝子群のプロモーター活性化因子の同定 

・長鎖 DNA 細胞核送達システムの開発 
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